
 
障害のある人もない人も共生する社会の実現に向けた普及啓発について 

 

１ 概要 

  令和３年４月に「障害を理由とする差別を解消し障害のある人もない人も共生する

社会づくり条例」及び「手話言語条例」が施行されたことを機に，今年度から条例に

規定する共生社会の実現に向けた普及啓発や手話の普及に関連する各種事業に取り組

んでいる。 

 

２ 取組内容 

（１）普及啓発用リーフレットの作成 

学校において総合学習等で使用することも想定したリーフレット２５，０００部

を作成。１月下旬に県内全小学校に配布している。 

このほか，商品販売・サービス分野の事業者向けリーフレット６，０００部を作

成しており，今後，商工会等を通じて，各事業者への配布を予定している。 

（２）ラジオ放送による普及啓発 

６月からＤａｔｅＦＭで，障害を理由とする差別の解消について，１分番組の放

送を令和４年３月までに計２５回実施することとしている（１月３１日時点で，２

１回放送済）。 

このほか，８月，１１月，１２月には，合理的な配慮のための環境整備促進事業

補助金や助け合いアプリの実証事業，障害者週間について，３分番組（電話インタ

ビュー）の放送を行っている。 

（３）合理的な配慮のための環境整備促進事業補助金 

県内事業者が，障害者に配慮した環境整備を行う場合に整備費用を助成し，その

優れたモデル的取組を県民や事業者に広く情報発信する（補助率４分の３：補助上

限額１，０００千円）。 

これまでに１０件，約８００万円の交付決定を行っている。 

（４）スマートフォン用アプリを活用した助け合い実証事業 

スマートフォン用アプリ「Ｍａｙｉｉ（メイアイ）」の手助けマッチング機能を活

用して，手助けを必要とする人と手助けしたい人とを繋ぐことにより，特に学生な

ど若い世代と障害者との交流機会の拡大や相互理解を促す。 

 【これまでの動きと今後の予定】 

令和３年 ７月１８日 

１０月１５日 

障害当事者と東北福祉大学の学生によるアプリを用いた

体験交流会の開催 

令和３年１１月～ 

       １２月 

仙台市内の大学へ協力の働きかけ 

令和４年 １月２６日 仙台市を実証エリアとする本格実証を開始 

大学生を対象にした障害者に対する理解を深めるための

講演会を開催 

令和４年 ２月以降 ポスター，リーフレットの配布 

体験交流会の様子をまとめた動画の活用 

ターゲット層向けアプリイベント・体験交流会の開催 等 

 

資料１ 



 
（５）手話の普及に関する事業 

県職員向け手話勉強会を県庁のほか，気仙沼保健福祉事務所と仙南保健福祉事務

所で開催している。 

また，「みみサポみやぎ」を通じて，県民向け「初めての手話教室（全３回）」を

柴田町と気仙沼市でそれぞれ開催しているほか，柴田町では，聴覚障害のある人も

参加して手話教室の参加者と交流する「手話で語る会（全３回）」を開催しており，

気仙沼市においても今後開催を予定している。 

このほか，「中途失聴・難聴者のための初めての手話教室（全９回）」を仙台市で

開催している。 
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○合理的な配慮のための環境整備整備促進事業補助金について

NO. 所在地 申請者（屋号等） 業種 補助事業の内容

1
仙台市
青葉区

ホテル湯の原荘 宿泊業 トイレを車いす対応に改修

2
仙台市
太白区

ホテル華乃湯 宿泊業
和洋室に改修（露天風呂付き和室）
手すり（設置和洋室の入口）

3
仙台市
泉区

株式会社
ミクニライフ＆オート

販売業
（福祉車両）

スロープ（事務所入口）
和式トイレを洋式に改修

4
仙台市
泉区

バーバーシック 理容業
手すり（トイレ）
自動開閉できる便器へ交換

5 名取市 南桜介護事務所 福祉事業所 手すり付スロープ（建物入口）

6 大崎市
葬祭会館
プラムストーン

葬祭会館
手すり（店舗入口の階段）
手すり付スロープ（会館入口）

7 大崎市 初音旅館 宿泊業 手すり（玄関及び浴室の階段部分）

8 登米市 民宿ふどうまえ 宿泊業 手すり付スロープ（玄関前）

9 気仙沼市 旅館 海光館 宿泊業 洋室に改修（１階の和室）

10 南三陸町 南三陸ホテル観洋 宿泊業
スロープ（ホテル入口）
手すり（ホテル館内のスロープ）

【改修前】 【改修後】

No.8

No.3

補助事業を活用して環境整備を行った例
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障害者に対する理解を深めるための講演会 
～助け合いアプリ「Ｍａｙｉｉ（メイアイ）」本格実証スタートイベント～ 

 

日 時 令和４年１月２６日（水） 

午後３時から午後４時３０分まで 

場 所 ＴＫＰガーデンシティ仙台勾当台 ホール１ 

 

次   第 

 

１ 開 会 

 

２ 講 演（１５：０５～１５：４５） 

（１）車いすユーザーとして日頃感じていること，共生社会に向けた思い 

講師 岩城 一美 氏 

（２）視覚障害者として日頃感じていること，共生社会に向けた思い 

講師 堀内 豊 氏 

（休憩 ５分） 

３ 共生社会の実現に向けた県の取組について（１５：５０～１６：００） 

   障害福祉課 日野原 武典 

 

４ 助け合いアプリ「Ｍａｙｉｉ（メイアイ）」の説明（１６：００～１６：１０） 

   大日本印刷株式会社 松尾 佳菜子 氏 

 

５ 知事と学生等との意見交換（１６：１０～１６：２５） 

  あいさつ 

   宮城県知事 村井 嘉浩 

  意見交換 

 

６ 記念撮影 

   （１６：２５～１６：３０） 

講演会参加者 

○各大学の学生 

東北福祉大学，東北学院大学，仙台白百合女子大学，宮城教育大学，宮城大学， 

宮城学院女子大学，東北大学 

○ボランティアの方々 






